
























な開発協力も開始されました。現在，加盟国は 187 です。創立 50 周年に当たる 1969 年には，ノー
ベル平和賞を受賞しました。ILO が 21 世紀の活動目標として掲げている「ディーセント・ワーク」
は，持続可能な開発目標 SDGs のなかにも取り入れられています。
　それでは，第 108 回 ILO 創設 100 周年記念総会の概要をご紹介したいと思います。日本 ILO 協
議会が発行している機関誌『WORK & LIFE 世界の労働』に総会の模様が詳しく紹介されていま
すので，ご関心のある方は日本 ILO 協議会にご連絡いただけたらと思います。









＊田口晶子（たぐち・あきこ）　2016 年 2 月から 2020 年 5 月末まで国際労働機関（ILO）駐日代表。1980 年労働省
（現厚生労働省）入省，同省及び関係機関，政策研究大学院大学教授，ILO 駐日事務所次長等を歴任。2015 年 3 月































ILO 条約の適用状況に関する審査を行う委員会で 24 の個別案件が審査されましたが，日本は入っ
ていませんでした。
　そのほか総会では，2020 ～ 21 年度の事業計画予算案について承認されました。
　総会終了直後から，100 周年記念宣言や，ハラスメントに関する条約は，重要な国際会議で言及
されています。ガイ・ライダー事務局長も出席して今年 6 月 28 ～ 29 日にここ大阪市で開かれた
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　ILO 創設 100 周年に関しましては，衆議院，参議院ともに，ILO 創設 100 周年記念決議を採択し




は今年 8 月 29 日，第 7 回アフリカ開発会議（TICAD）のサイドイベントとして，「ILO 仕事の未
来ハイレベルダイアローグ」を開催いたしました。また 9 月 13 日に ILO と日本協同組合連携機構
（JCA）共催の公開セミナー「仕事の未来 × アフリカ × 協同組合」も開催いたしました。結果は，




　また東京 2020 で，オリンピック・パラリンピック組織委員会と ILO は，ディーセント・ワーク
の促進と労働 CSR について協力していく覚書を結んでいます。同様のことを大阪万博でも行うこ
とができたらと現在計画しています。
　以上，簡単ですが，ILO の現在の立ち位置，今年の総会の概要，最近の活動等を紹介させていた
だきました。
　本日のシンポジウムでは，これから 3 人の先生方にご発表いただきますけれども，続くパネル
ディスカッションでは，労働時間や三者構成主義など，ILO の創設当時からの課題や，これからの
ILO の役割に対する期待などを中心に議論を行いたいと思っています。最後までご参加をいただき
たくお願いいたします。ご清聴ありがとうございました。（拍手）
